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論文の内容の要旨
(自的)
本論文は、メディア芸術による国家や地域のブランドの振興をはかるとし寸現在の産業政策を背景にして、
メディア芸術を振興するための「実践コミュニティ J(問題を共有し持続的な交流で「知識や技能を深めて
いく集団J)に関する現在の状況を解明することにより、今後のメディア芸術の振興における「実践コミュ
ニティ j形成の重要性を考察することを目的としている。
(対象と方法)
本論文は、国内外におけるメディア芸術における「実践コミュニティJの事例を対象とし、文献調査、現
地調査、観察参与、インタビュー、質問紙など多岐にわたる複合的な研究方法を採用している。
(結果)
第 i章ではメディア芸術における社会的動向を検討した結果、人材育成としての f職業教育j、美術の拡
張としての「視覚文化J、学びの場の広がりとしての「社会構成主義J、自文化のアイデンティティとしての
「文化資源J、という 4つの面に「実践コミュニティ jを分類している。
第2章では北米、ヨーロッパ、オセアニア・アジアにおけるメディア芸術における「実践コミュニティ j
を文献調査した結果、クリエイターやプロデューサーの育成という「職業教育jの面においては韓国、フラ
ンス、オーストラリアの各国が優れ、教育機関や展示施設という「視覚文化jの面ではイギリスが充実し、
高等教育や学会、団体や協会という「社会構成主義Jの面ではアメリカとヨーロッパが整備され、白文化の
保護や育成という「文化資源」の面では韓国、カナダ、イギリスが進んでいると評価している。
第3章では日本の各地におけるメディア芸術に関する「実践コミュニティ」を現地調査した結果、「職業
教育jの面では「デジタルハリウッド大学院jが、「視覚文化jの面では「三鷹の森ジブリ美術館Jが、同士
会構成主義Jの面では「広島国際アニメーションフェステイバルJがJ文化資源Jの面では「文化庁メディ
ア芸術祭jが、それぞれ今後の「実践コミュニティJ形成において参照すべき事例になり得ることを見出し
ている。
第4章では日本のメディア芸術における「実践コミュニティJの交流し知識や技能を深めてゆく集団のプ
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ログラムに観察参与するとともに、そうしたプログラムを自ら立案して試行した結果、「職業教育jの面で
はプロジェクト方式が、「視覚文化jの面では展示方式が、「社会構成主義jの面ではワークショップ方式が、
「文化資源Jの面ではゲストトーク方式が、それぞれ「実践コミュニティ jでの学び合う交流活動において
有効であると論じている。
(考察)
本論文は、「実践コミュニティ j形成のモデルとして、メディア芸術に関心を持つ人々が参加と実践の後
にその結果を発信する「スパイラル型」のワークショップ、作品が拠点となって人々の交流が促進される「ハ
ブ型Jのフェスティパル、あるいはメディア芸術の作品制作過程に鑑賞者が参加できる「プロセス重視型j
の展示、さらには鑑賞者の操作や関与が作品を成立させる「コラボレーション型Jの展示などを提唱して、
こうしたメディア芸術に関する作家や専門家から鑑賞者の市民までも包括する各種の「実践コミュニティJ
の形成によってこそメディア芸術の今後の振興が果たされるということを結論として提示している。
審査の結果の要旨
レイヴ (]eanLave)とウェンガー (EtienneWenger)によって提唱された「実践コミュニティ J(Communities 
of Practice: CoP)の概念に基づき、その概念に 4つの面からアプローチして、これらの多面的観点から国内
外のメディア芸術における「知識や技能を深めてゆく集団jの事例を詳細に調査することにより、メディア
芸術の今後の振興における「実践コミュニティJの重要性を本論文が確証したことは高く評価される。特に
著者が設定した「実践コミュニティJの4つの面や「実践コミュニティ」の各種の形成モデルに本論文の独
自性が認められ、本論文には今後のメディア芸術に関する研究においてこうした 4つの面やモデル構造が活
用されるという発展性がある。
平成 24年 1月27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細員IJ第 1条を適用し免除とした。
よって、著者は博士(芸術学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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